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Ⅰ研究 の成果 （1000字程度）
結晶状態 にある種々のラセミ体 は，その単結晶内のエナ ンチオマーの配列 によ り，単一
のエナ ンチオマーか ら単結晶が構成されるコングロメレー ト，両エナ ンチオマーが1：1であ
るラセ ミ化合物，単結晶ごとに存在 比がまちまちなラセ ミ固溶体の三つ の状態 に分類 され
る。このうち，コングロメ レー トは全体 の10％以下であるが，有用な光学活性体の入手方
法である優先晶出法が適用できる。 ラセ ミ体 とアキラルな化合物 との塩 を形成 させる際 に
は，21-column構造の達成が重要であることがわかっている。さらに，当研究室で開発 した
酸性分割剤 と被分割化合物の組み合わせのうち分割成績の良い組み合わせか らラセミ体同
士の酸 ・塩基対か らコングロメレー ト塩 を調製す ることを検討 した ところ，21カラム構造
が達成 され，50％以上の確率でコ ングロメレー トが形成 され ることが判明 した。そ こで，
よ り広い範囲の酸塩基対について同様の結果が得 られ るか検討 した。（図1）に示す1～18の
酸 ・塩基 のうち，ジアステ レオマー塩法の分割成績 の良い組み合わせ を混合 し塩 を調製 し，
単結晶が得 られたものについてはX線 結晶構造解析を行なった。また，単結 晶が得 られな
い組み合わせ については， ラセミ体 から調製 した塩 と難溶性塩か ら調製 した塩のIRス ペ
ク トル を比較す ることによ り検討 した（表1）。
（図1）検討に用いた酸 ・塩基 （表1）各塩 の結晶形態
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